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ヨハネによる福音書講解説教８３「キリストの身内に」 

ルツ１：１５〜１７、ヨハネ１５：１８〜２５ 

 

今日の箇所には「世」（コスモス）という言葉が繰り返されていますが、この言葉は神さまに対

立する人間の世界を表します。ヨハネ福音書では「光が世に来たのに、人々はその行いが悪い

ので、光よりも闇の方を好んだ」（３：１９）と記されています。光であるイエスさまより闇の

方を好む。イエスさまを受け入れない。ただ受け入れないだけではない。イエスさまを憎み、

そして最後は十字架で殺してしまうのです。わたしたちが心に留めておかなければならないこ

とは、イエスさまの弟子であり、友であるわたしたちもまた同じ道を辿らなければならないと

いうことです。このことは教会の歴史がすでに証ししていることです。ペンテコステから始ま

った教会の歩みは初めから迫害の連続でした。ユダヤ人から、そしてやがてはローマ帝国によ

る迫害へと発展していきます。弟子たちの多くはローマ帝国の迫害で殉教しました。その迫害

は３１３年のコンスタンティヌス帝によってキリスト教が公認されるミラノ勅令まで実に３０

０年も続くのです。 

 

それは遠い昔の外国の話ではありません。わたしたちの国でもキリシタンの迫害がありました。

九州はまさにその舞台です。「長崎、天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」として世界文化遺産

に認定されました。迫害、弾圧の中で２５０年も信仰を守り続けた日本人キリスト者がおりま

す。そういう迫害の歴史を決して過去の出来事、また自分には関係ない他人事にしてはいけま

せん。プロテスタント教会でも、例えば明治期の内村鑑三の不敬事件などが有名ですが、天皇

を神とする皇国思想と対立しました。熊本でも熊本英学校、これは後のフェイス女学院ですが、

この校長奥村貞次郎が校長就任式で教育勅語に反した発言をしたことで熊本県知事より解雇さ

れ後に英学校は廃校に追い込まれます。また太平洋戦争の時代も、敵国の宗教と揶揄され、多

くの信仰者が投獄されました。獄死した者もいました。ホーリネスの弾圧は有名です。ひどい

時代ですが、それは今の時代でも起こり得ることです。ちょっとした世の中の情勢でキリスト

教への風当たりはすぐ強くなるでしょう。 

 

今日の箇所ではイエスさまと弟子が一つであること、その一体性が強調されています。わたし

たちはイエスさまと一つである。そしてそのために「わたしがあなたがたを世から選び出した」

（１９節）と言われます。「選び出す」というのは切り離す意味だとカルヴァンは述べています。

わたしたちは世から切り離され、イエスさまへと結びつけられた。だから必然的にイエスさま

と同じ道を辿るのです。イエスさまが世から憎まれ最後は捨てられたように、わたしたちも世

から憎まれ、迫害されるのです。 

 

それは一見悲しいことかもしれません。けれどもその先に何があるのか。イエスさまが十字架

で死んで三日目によみがえられたように、わたしたちもよみがえりの命が保証されているとい

うことです。その命へとわたしたちは選び出され、世から切り離されたのです。だから目先の

ことだけでまた元に逆戻りしてはいけない。ちょうどエジプトを脱出した神の民が荒野の生活

に苦しみ、エジプトにいた方がましだったと弱音を吐くところがありますが、わたしたちは楽

な方へと傾きがちです。それで神さまの救いを手放すようなことがあってはなりません。わた

したちはこの罪の世から切り離され、イエスさまと一つになっています。 

 



今日のところで注目したい言葉があります。それは１９節の「あなたがたが世に属していたな

ら、世はあなたがたを身内として愛したはずである」ここに「身内として」とあります。これ

はイディオスという言葉ですが、所有、所属を意味する言葉です。もしわたしたちが世に属し

ていたなら、世はわたしたちを憎むのではなく、身内のように愛したはず。でもそうではなか

った。世はわたしたちを憎んだのです。なぜならもう身内ではないから。わたしたちは世から

切り離されたのです。そしてイエスさまの身内になった。「身内」という言葉は新鮮です。わた

したちも身内とそうでないものとの区別ははっきりしていると思います。よく「身内にあまい」

と言います。家族はもちろん、同じ職場、出身校、同郷の人ですら身内のように考えて心配し

たり、応援したりすることがあるでしょう。でも逆にそうでなければわたしたちは案外冷たい

ところがあります。教会に対するこの世の冷たさ、風当たりの強さはそういうところにあるの

かもしれません。もはや身内ではないからです。でもそこに寂しさを感じる必要はありません。

神さまはわたしたちをこの世から切り離し、ご自身の身内にしてくださいました。そのことが

大切です。 

 

今日は旧約聖書のルツ記を読みました。改めてルツの物語の深さを思いました。ナオミは夫と

二人の息子に先立たれ、一人故郷のベツレヘムに帰ろうとします。二人の息子にはそれぞれオ

ルパとルツというモアブ人の妻がいました。ナオミはこの二人の嫁に自分の故郷に帰るように

説得します。オルパは帰りますが、ルツはナオミのところに留まります。けれどもこの話は単

に姑に忠実であった嫁の話ではない。ナオミと一緒にいることによって、ルツはボアズと出会

い、結婚し、神の民の系図の中に加えられることになります。マタイ福音書の最初の系図の中

にルツの名前もしっかり記されています。一人の異邦人の女性が神の民、神さまの身内になっ

た。神さまがそのように異教の民からルツを切り離してご自分の民の中に加えられた。ご自分

のもの、身内にしたのです。 

 

それはわたしたちの物語でもあります。わたしたちもこの世から切り離され、選び出されて、

神の民である教会に加えられたのです。もちろんその資格などありません。ただ神さまの恵み

によって、愛によって、わたしたちは神さまのものとされました。ヘブライ人への手紙に「神

は彼らの神と呼ばれることを恥となさいません」（１１：１６）とあります。わたしたちのよう

な罪深い者を身内とすることを恥となさらない。喜んで「あなたはわたしのもの」（イザヤ４３：

１）と言われます。 

 

そのようにわたしたちを御自分の身内にしてくださるために、イエスさまは十字架におかかり

になられました。罪の中に、この世に捕らわれているわたしたちのところまで降りて来られ、

そこから贖い出してくださった。そしてよみがえりの命の中に、神さまのものへと導き入れて

くださったのです。わたしたちが、洗礼を受けてイエスさまに結ばれる時に、わたしたちはイ

エスさまの体の中へ、身も心も一つにされます。まさしくイエスさまの身内となったのです。

もうこの世に逆戻りする理由はありません。 

 

天の父よ。本来ならあなたに背き神の家を勘当された者です。あなたの子、その身内と呼ばれ

る資格のないわたしたちを、それでもイエスさまを通して、あなたの身内、あなたのものとし

てくださる幸いを感謝します。それによってこの世の風当たりは強くなるかもしれません。け

れどもどうか主よ、わたしたちを励まし、導いてくださって、あなたの身内であり続けること

ができますように。主の御名によって祈ります。アーメン。 


